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1.  平成24年6月期第1四半期の業績（平成23年7月1日～平成23年9月30日） 

（注）１．平成22年６月期第１四半期においては、四半期財務諸表を作成していないため、平成23年６月期第１四半期の対前年同四半期増減率を記載しおり 
ません。 
２．平成22年12月31日を基準日として平成23年１月１日付で、１：３の株式分割を行っております。そのため、平成23年６月期第１四半期の１株当たり四半期純利
益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、当該株式分割前の数値で表示しております。 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年6月期第1四半期 1,713 37.5 51 △60.5 51 △60.6 29 △58.6
23年6月期第1四半期 1,246 ― 131 ― 130 ― 72 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年6月期第1四半期 6.10 5.84
23年6月期第1四半期 49.63 47.53

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年6月期第1四半期 3,682 2,745 74.5
23年6月期 3,897 2,822 72.4
（参考） 自己資本   24年6月期第1四半期  2,745百万円 23年6月期  2,822百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
１．平成23年６月期第２四半期末の１株当たり配当金は上場記念配当であります。なお、当社は、平成22年12月31日を基準日として平成23年１月１日付で、１：
３の株式分割を行っております。そのため、平成23年６月期第２四半期末の１株当たり配当金は、当該株式分割前の数値で記載しております。当該株式分割に
伴う影響を加味し、遡及修正を行った場合、平成23年６月期第２四半期末の１株当たり配当金は５円00銭となります。 
２．平成23年６月期末の１株当たり配当金は、市場変更記念配当５円00銭と普通配当18円00銭の合計であります。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年6月期 ― 15.00 ― 23.00 38.00
24年6月期 ―
24年6月期（予想） 0.00 ― 19.00 19.00

3.  平成24年6月期の業績予想（平成23年7月1日～平成24年6月30日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
上記の１株当たり当期純利益については、本決算短信の発表日現在の発行済株式総数（4,930,277株）を基に算出しております。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 3,500 21.7 180 △51.9 179 △52.1 105 △51.0 21.48
通期 7,800 22.9 800 4.4 798 4.8 472 6.5 95.90



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年6月期1Q 4,927,079 株 23年6月期 4,910,291 株
② 期末自己株式数 24年6月期1Q 228 株 23年6月期 228 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年6月期1Q 4,919,157 株 23年6月期1Q 1,460,000 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実 
際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半
期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
２．当社は、平成22年12月31日を基準日として、平成23年１月１日付で１：３の株式分割を行っております。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、欧州債務危機や米国景気の先行き懸念による円

高で、企業収益は減少し、個人消費も横ばいになる等、震災混乱後の景気の持ち直しテンポが緩

やかになりました。 

 モバイルビジネスを取り巻く環境は、端末契約において、フィーチャーフォンからスマートフ

ォン（注１）への移行が進み、スマートフォン契約比率は、平成23年３月末の8.8％から平成24年

３月末には23.1％に増加すると予測されております（株式会社MM総研予測）。キャリア公式サイ

ト市場は、端末の変化に伴い、フィーチャーフォン向けの市場規模は縮小していくものの、スマ

ートフォン向けの急速な立上りにより、全体としては緩やかに増加するものと見込んでおりま

す。ソーシャルアプリ（注２）市場は、成長が続き、市場規模は平成23年の1,820億円から平成24

年には2,188億円に拡大すると予測されております（株式会社シード・プランニング予測）。 

 このような環境の下、当社は、中期的な経営戦略として、次の２点を掲げております。 

 ①「恋人ゲーム」シリーズ及び「恋も!仕事も!」シリーズに経営資源を集中し、コンテンツの

高付加価値化に努める。 

 ②従来のキャリア公式サイト市場から、ソーシャルアプリ市場、スマートフォン向け市場及び

海外市場へと、収益源の多様化を図る。 

 顧客ターゲットについては、当期から、従来の「13才から34才の女性」を「19才から44才の女

性」へと改め、特に30才前後の女性を中核層としております。 

 モバイルコマース事業及びその他の事業については、モバイルコンテンツ事業を軸としたシナ

ジー効果のある事業展開も図っております。 

 以上の結果、当第１四半期累計期間における売上高は1,713,887千円（前年同期比37.5％増）、

営業利益は51,732千円（同60.5％減）、経常利益は51,539千円（同60.6％減）、四半期純利益は

29,997千円（同58.6％減）となりました。 

  

（注）１．スマートフォン  ：コンピュータを内蔵し、音声通話以外に様々なデータ処理機能を持った携帯電話

で、アプリケーションを追加して、機能の強化やカスタマイズができるものです。

   ２．ソーシャルアプリ：SNS（ソーシャルネットワーキングサービスの略で、インターネット上で社会的ネ

ットワークを構築するコミュニティ型の会員サービス）等をプラットフォームと

し、ユーザー同士の繋がりや交流関係を機能に活かしたWebアプリケーションです。

  

 セグメント別の概況は以下の通りであります。 

  

（モバイルコンテンツ事業） 

 モバイルコンテンツ事業におきましては、ソーシャルアプリ、キャリア公式サイトについて、

各々フィーチャーフォン向けとスマートフォン向けに、制作・運営と集客を行っております。 

 当第１四半期累計期間の施策としましては、「恋人ゲーム」シリーズの新規コンテンツとし

て、ソーシャルアプリは、３タイトル（内、スマートフォン向けは２タイトル）、キャリア公式

サイトは、３タイトル（内、スマートフォン向けは落切課金版１タイトル）を立ち上げました。

海外市場向けスマートフォンアプリは、北米市場向けに「Romance Sims」シリーズ１タイトルを

立ち上げました。集客に関しましては、平成23年７月・８月にテレビCM「ベツカレ」キャンペー

ンを実施し、計画以上の実績を上げることができました。 

 売上につきましては、ソーシャルアプリは、ソーシャル要素を充実させた８月新規コンテンツ

「王子様のプロポーズ for GREE」が月１億円超を見込める立上り、スマートフォン向けの７月・

９月新規コンテンツも好調で、売上増加に大きく寄与しました。キャリア公式サイトは、上記の

テレビCM効果に加えて、７月新規コンテンツ「誓いのキスは突然に」が大ヒットを記録し、個別

課金売上も計画を達成する等、フィーチャーフォン向けの市場規模の縮小を克服し、良好な結果

となりました。 

 一方、費用につきましては、ソーシャルアプリの売上増加に連動した代金回収代行手数料の増

加の他、積極投資として、テレビCM放映による広告宣伝費、スマートフォン向けの開発に係る外

注費等が増加いたしました。 

 以上の結果、当第１四半期累計期間末における、ソーシャルアプリ数は15タイトル（内、スマ

ートフォン向けは３タイトル）、キャリア公式サイト数は80タイトル（内、スマートフォン向け

は月額課金版１タイトル、落切課金版３タイトル）、海外市場向けスマートフォンアプリ数は北

１．当四半期決算に関する定性的情報



米市場向け１タイトル、当第１四半期累計期間の売上高は1,651,413千円（前年同期比40.1％

増）、セグメント利益は221,055千円（前年同期比20.2％減）となりました。 

  

（モバイルコマース事業） 

 モバイルコマース事業におきましては、「恋人ゲーム」シリーズのキャラクター等を活用した

「オリジナルグッズ」の開発・販売に注力しております。 

 当第１四半期累計期間の施策としましては、「オリジナルグッズ」51アイテムを販売開始し、

「恋人ゲーム」シリーズの新規サイト内ショッピングコーナーの開設を２サイトにおいて実施い

たしました。また、昨今のスマートフォン契約比率の高まりを受け、スマートフォン向けモバイ

ルコマースサイト「モテカワ」を立ち上げました。その他、取扱商品の保管倉庫の変更等によ

り、発送業務及び在庫管理の効率化を図りました。 

 以上の結果、当第１四半期累計期間の売上高は60,370千円（前年同期比5.4％減）、セグメント

損失は15,268千円（前年同期はセグメント損失7,857千円）となりました。 

  

（その他） 

 その他の事業におきましては、パッケージ事業の収益が計上されており、主にモバイルコンテ

ンツ事業のコンテンツに関連した、DVD・CD・書籍の販売を行っております。 

 以上の結果、当第１四半期累計期間の売上高は2,103千円（前年同期比49.8％減）、セグメント

利益は952千円（前年同期比8.5％減）となりました。  

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

資産、負債及び純資産の状況 

 当第１四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末より214,415千円減少し、3,682,900千円と

なりました。その主な要因は、配当金や法人税等の支払による現金及び預金の減少235,798千円が

あったことによるものです。 

 負債は前事業年度末と比較して137,105千円減少し、937,454千円となりました。その主な要因

は、未払法人税等の減少192,033千円があったことによるものです。 

 純資産は前事業年度末と比較して77,310千円減少し、2,745,446千円となりました。その主な要

因は、配当金の支払等による利益剰余金の減少82,934千円があったことによるものです。 

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

 前記の中期的な経営戦略に基づき、当第２四半期以降においては、具体的に以下の取り組みを

行います。 

  

・社内組織は、環境変化に対応し、ソーシャルアプリとキャリア公式サイトの分業化を進めま

す。 

・ソーシャルアプリは、第３世代化（ゲーム構造の進化による収益力の向上）により、ソーシ

ャル要素（アバター、ガチャ他）充実による課金単価の向上、及びユーザー１人あたりの利

用アプリ数の増加を図ります。また、SNSプラットフォームの拡張に備えてまいります。スマ

ートフォン向けは、フィーチャーフォン向けの主力タイトルを、今期中に８タイトル移行さ

せる予定です。この移行にあたっては、フィーチャーフォン向けとスマートフォン向けの一

体開発を進化させ、期間短縮と品質向上の両立を図ってまいります。 

・キャリア公式サイトは、好調なテレビCMを期初計画に追加し、下期も新展開で放映するとと

もに、個別課金の強化を続けてまいります。また、「恋も!仕事も!」シリーズ第２弾を始

め、30才前後女性向けの新規コンテンツを続々投入していく予定です。スマートフォン向け

は、年内に月額課金版17タイトル、今期中に落切課金版11タイトルを投入する予定です。 

・海外市場向けスマートフォンアプリは、北米市場向け第２弾・第３弾に備えてまいります。 

  

 当事業年度における通期の売上高は、モバイルコンテンツ事業の売上高が、当第１四半期累計

期間において期初計画を上回って推移しており、今後も上記の取り組みにより、順調に推移する

ものと見込まれます。 

 通期の営業利益、経常利益、当期純利益は、成長のための積極投資の一つとして、上記の通

り、テレビCMを追加放映する予定ですが、売上高の増加により投資費用を吸収する見込みです。 

  



 以上により、当事業年度の業績予想は、平成23年８月12日公表時から変更なく、売上高7,800百

万円（前事業年度比22.9％増）、営業利益800百万円（同4.4％増）、経常利益798百万円（同

4.8％増）、当期純利益472百万円（同6.5％増）を見込んでおります。 

  

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  該当事項はありません。  

  

  

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  該当事項はありません。     

  

  

該当事項はありません。  

２．サマリー情報（その他）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要



４．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成23年６月30日) 

当第１四半期会計期間 
(平成23年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,010,498 1,774,700

売掛金 1,468,509 1,458,126

商品及び製品 27,130 32,603

前払費用 28,497 39,939

繰延税金資産 38,271 42,129

その他 402 404

貸倒引当金 △10,547 △14,720

流動資産合計 3,562,761 3,333,183

固定資産   

有形固定資産   

建物 36,995 36,995

減価償却累計額 △27,762 △29,052

建物（純額） 9,232 7,943

工具、器具及び備品 149,803 163,322

減価償却累計額 △119,945 △125,507

工具、器具及び備品（純額） 29,857 37,815

有形固定資産合計 39,090 45,758

無形固定資産   

ソフトウエア 95,456 104,055

無形固定資産合計 95,456 104,055

投資その他の資産   

繰延税金資産 24,197 25,281

敷金 175,810 174,622

投資その他の資産合計 200,008 199,903

固定資産合計 334,555 349,717

資産合計 3,897,316 3,682,900



（単位：千円）

前事業年度 
(平成23年６月30日) 

当第１四半期会計期間 
(平成23年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 95,763 85,733

1年内返済予定の長期借入金 38,106 －

未払金 14,141 3,513

未払費用 644,070 714,200

未払法人税等 220,937 28,903

賞与引当金 － 43,052

その他 55,539 62,050

流動負債合計 1,068,558 937,454

固定負債   

長期借入金 6,002 －

固定負債合計 6,002 －

負債合計 1,074,560 937,454

純資産の部   

株主資本   

資本金 866,914 869,726

資本剰余金 832,514 835,326

利益剰余金 1,123,523 1,040,589

自己株式 △196 △196

株主資本合計 2,822,756 2,745,446

純資産合計 2,822,756 2,745,446

負債純資産合計 3,897,316 3,682,900



（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成23年７月１日 
 至 平成23年９月30日) 

売上高 1,246,423 1,713,887

売上原価 286,774 392,658

売上総利益 959,648 1,321,228

販売費及び一般管理費 828,582 1,269,496

営業利益 131,066 51,732

営業外収益   

受取利息 152 160

その他 12 11

営業外収益合計 164 172

営業外費用   

支払利息 491 53

為替差損 － 312

営業外費用合計 491 365

経常利益 130,739 51,539

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 5,955 －

特別損失合計 5,955 －

税引前四半期純利益 124,783 51,539

法人税、住民税及び事業税 61,327 26,483

法人税等調整額 △9,002 △4,942

法人税等合計 52,325 21,541

四半期純利益 72,458 29,997



 該当事項はありません。 

   

【セグメント情報】  

Ⅰ 前第１四半期累計期間（自平成22年７月１日 至平成22年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、パッケージ事業を含ん

でおります。パッケージ事業は、モバイルコンテンツ事業で制作したコンテンツと関連したDVD・

CD・書籍等を製作・販売しております。  

   ２．セグメント利益又は損失（△）の調整額 千円は、各報告セグメントに配分していない全

社費用（報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費）であります。 

   ３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  該当事項はありません。 

  

Ⅱ 当第１四半期累計期間（自平成23年７月１日 至平成23年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、パッケージ事業を含ん

でおります。パッケージ事業は、モバイルコンテンツ事業で制作したコンテンツと関連したDVD・

CD・書籍等を製作・販売しております。  

   ２．セグメント利益又は損失（△）の調整額 千円は、各報告セグメントに配分していない全

社費用（報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費）であります。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  

報告セグメント 
その他 
（注）１ 

  

  
  

合計 
  

  
  

調整額  
（注）２ 

  
四半期 

損益計算書
計上額 
（注）３

モバイル 
コンテンツ 

事業 

モバイル 
コマース 
事業 

計     

売上高         

 外部顧客への売上高  1,178,403  63,833  1,242,237  4,185  1,246,423  －  1,246,423

 セグメント間の 

 内部売上高又は振替高 
 －  －  －  －  －  －  －

計  1,178,403  63,833  1,242,237  4,185  1,246,423  －  1,246,423

 セグメント利益又は 

 損失(△) 
 277,096  △7,857  269,238    1,040  270,279  △139,213  131,066

△139,213

  

報告セグメント 
その他 
（注）１ 

  

  
  

合計 
  

  
  

調整額  
（注）２ 

  
四半期 

損益計算書
計上額 
（注）３

モバイル 
コンテンツ 

事業 

モバイル 
コマース 
事業 

計     

売上高         

 外部顧客への売上高  1,651,413  60,370  1,711,784  2,103  1,713,887  －  1,713,887

 セグメント間の 

 内部売上高又は振替高 
 －  －  －  －  －  －  －

計  1,651,413  60,370  1,711,784  2,103  1,713,887  －  1,713,887

 セグメント利益又は 

 損失(△) 
 221,055  △15,268  205,786    952  206,739  △155,006  51,732

△155,006



   ３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  該当事項はありません。 

  

  

  

  該当事項はありません。  

  

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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